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◆ キーワード　アイヌ／蝦夷通辞／加賀家文書／お吉清三／口説

加
賀
家
文
書
「
菊
の
か
ん
ざ
し
み
だ
れ
髪
」
か
ら
の
眺
め

─
蝦
夷
通
辞
に
よ
る
ア
イ
ヌ
語
版
「
お
吉
清
三
」
口
説
─

深 

澤　

美 

香

０　

は
じ
め
に

蝦
夷
地
（
北
海
道
）
が
幕
府
に
よ
る
場
所
請
負
制
の
た
だ
な
か
に
あ
っ

た
時
代
、
各
場
所
に
は
ア
イ
ヌ
語
・
日
本
語
の
通
訳
を
行
う
「
蝦
夷
通
辞
」

と
い
う
役
職
が
置
か
れ
て
い
た
。
秋
田
県
八
森
の
加
賀
家
は
代
々
場
所
請

負
人
の
も
と
で
働
く
家
系
で
、
お
よ
そ
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
半
ば

に
か
け
て
蝦
夷
通
辞
等
と
し
て
北
海
道
東
部
地
域
（
道
東
）
で
活
躍
し
て

い
た
。
彼
ら
が
書
き
残
し
た
数
々
の
資
料
は
「
加
賀
家
文
書
」
と
称
さ
れ
、

そ
の
大
部
分
は
、
北
海
道
の
別
海
町
郷
土
資
料
館
附
属
施
設
・
加
賀
家
文

書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

今
回
扱
う
「
菊
の
か
ん
ざ
し
み
だ
れ
髪
」
と
い
う
作
品
は
、
三
代
目
の

加
賀
伝
蔵（
一
八
〇
四
─
一
八
七
四
）が
業
余
で
作
詞
し
た
歌
物
語
で
あ
る
。

本
作
は
、
こ
れ
ま
で
伝
蔵
独
自
の
作
品
と
み
な
さ
れ
て
い
た
が
、
登
場
人

物
を
は
じ
め
多
く
の
点
で
「
お
吉
清
三
」
口
説
と
一
致
す
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
「
お
吉
清
三
」
に
は
な
い
本

作
が
持
つ
独
自
性
に
着
目
し
、
伝
蔵
が
「
菊
の
か
ん
ざ
し
み
だ
れ
髪
」
へ

と
改
作
し
た
背
景
を
探
っ
て
い
く
。

一　

書
誌
学
的
研
究

「
菊
の
か
ん
ざ
し
み
だ
れ
髪
」
は
ア
イ
ヌ
語
に
和
訳
が
併
記
さ
れ
た
歌

物
語
で
あ
り
、
三
種
類
の
写
本
お
よ
び
翻
刻
が
存
在
す
る
。

【
資
料
１
】『［
蝦
夷
風
俗
図
絵
蝦
夷
語
解
説
①
］』［
写
本
、
加
賀
家
文
書
館

所
蔵
］

【
資
料
２
】『
御
手
本
』［
写
本
、
加
賀
家
文
書
館
所
蔵
］

【
資
料
３
】「
お
き
つ
清
三
恋
の
夜
嵐
」［
加
賀
康
三
（
一
九
三
二
）
翻
刻
、

底
本
は
所
在
不
明
］

な
か
で
も
資
料
３
は
、
翻
刻
さ
れ
た
も
の
で
し
か
未
だ
確
認
で
き
て
い
な

い
が
、
他
と
は
一
風
変
わ
っ
た
特
徴
を
有
す
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
一
つ

に
、
歌
詞
の
中
段
で
和
訳
の
併
記
が
大
き
く
抜
け
落
ち
て
い
る
点
で
あ
る
。
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後
に
見
る
が
、
こ
の
歌
は
ア
イ
ヌ
語
に
合
わ
せ
て
節
が
整
え
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
特
徴
は
、
和
訳
が
後
か
ら
付
け
ら
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も

の
と
言
え
よ
う
。
二
点
目
は
、
歌
詞
の
終
わ
り
に
囃
子
の
表
現
が
付
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
、
こ
れ
も
他
の
二
種
に
は
見
受
け
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ

る
。
そ
し
て
、
最
大
の
違
い
は
翻
刻
の
紹
介
部
に
あ
る
。

　

此
の
唄
は
、
半
紙
四
ツ
切
紙
数
綴
込
み
拾
参
枚
よ
り
成
り
、
著
作

年
月
日
は
弘
化
二
年
巳
七
月
新
板
と
し
て
い
る
。
表
題
は
「
お
き
つ

清
三
恋
の
夜
嵐
」
で
、
傍
注
に
朱
書
き
で
「
千
島
な
ま
り
の
ヂ
ヨ
ン

カ
ラ
ぶ
し
」
と
し
て
あ
る
。

　

表
紙
裏
面
に
は
「
兼
て
御
存
知
の
如
く
秋
田
八
森
の
不
動
様
奉
賀

帳
に
多
少
御
志
な
し
下
さ
れ
候
御
若
い
郎
へ
爲
御
礼
左
の
如
く
の
唄

を
愚
作
し
夫
々
献
上
致
し
候
間
幸
い
御
尊
前
サ
ル
御
場
所
へ
御
下
相

成
候
由
御
笑
ひ
草
金
壹
匁
代
御
礼
奉
申
上
度
候
」
と
朱
書
し
て
あ
り
、

末
文
表
紙
に
は
右
の
歌
が
書
添
え
て
あ
る
。

　
「
穴
か
し
こ
、
人
に
見
し
て
は
な
ほ
笑
い
草
定
め
な
き
郎
の
寝
言

な
れ
と
も
」

　

こ
れ
が
一
冊
は
柴
田
政
吉
様
へ
加
賀
屋
伝
蔵
が
差
上
げ
た
の
は
実

事
で
、
唄
の
作
者
が
伝
蔵
な
る
事
に
思
ひ
あ
た
る
。
柴
田
政
吉
氏
は

士
分
で
見
廻
り
役
勤
番
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
以
下
唄
の
本
文
を
一
通

り
書
く
。（
文
中
、
島
の
図
あ
り
、
省
略
す（

１
））

柴
田
政
吉
に
贈
呈
し
た
と
さ
れ
る
正
文
の
写
し
が
資
料
１
と
資
料
２
に
あ

た
る
と
す
れ
ば
、
資
料
３
は
草
案
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
資
料
３
が
正

文
の
写
し
な
の
か
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
書
誌
学
的
研
究
は
、
資
料
３
の
原

本
の
行
方
を
含
め
、
今
後
の
調
査
・
発
見
に
託
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

加
賀
家
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
資
料
１
と
資
料
２
は
文
章
自
体
に
大
き

な
違
い
は
な
い
も
の
の
、
資
料
１
の
ほ
う
は
数
行
書
き
飛
ば
す
等
の
誤
り

に
よ
る
字
消
し
や
書
入
れ
が
目
立
つ
。
そ
れ
に
比
べ
て
、
ア
イ
ヌ
語
教
本

と
し
て
加
賀
家
に
伝
わ
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
資
料
２
は
丁
寧
に
清

書
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
名
の
通
り
「
お
手
本
」
と
な
り
得
る
資
料
で
あ
る
。

ア
イ
ヌ
語
部
分
で
は
、
濁
点
の
有
無
に
よ
る
違
い
が
時
折
見
出
さ
れ
る
が
、

こ
れ
は
ア
イ
ヌ
語
に
有
声
・
無
声
の
音
韻
的
な
区
別
が
無
い
こ
と
か
ら
、

表
現
や
言
い
回
し
に
お
け
る
差
は
無
に
等
し
い
。

書
誌
情
報（

２
）は

次
の
通
り
で
あ
る
。

【
資
料
１
】『［
蝦
夷
風
俗
図
絵
蝦
夷
語
解
説
①
］』（
資
料
番
号
二
八
）

・
成
立
年
：
不
詳

・
筆
者
：
加
賀
伝
蔵

・
寸
法
：
縦
二
十
四
・
七
㎝
、
十
七
・
三
㎝

・
形
態
：
結
び
綴
じ

・
丁
数
：
全
七
十
二
丁
（
表
紙
と
裏
表
紙
は
欠
損
）

・
目
次
に
「
上
」
と
あ
る
。
物
語
や
歌
な
ど
が
ア
イ
ヌ
語
と
日
本
語
で

書
き
連
ね
て
あ
る
。

【
資
料
２
】『
御
手
本
』（
資
料
番
号
三
一
）

・
成
立
年
：
弘
化
年
間
‐
文
久
三
年
八
月
（
一
八
四
四
‐
一
八
六
三
）

・
筆
者
：
加
賀
伝
蔵
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・
寸
法
：
縦
二
十
五
㎝
、
横
十
七
・
五
㎝

・
形
態
：
結
び
綴
じ

・
丁
数
：
全
百
二
十
九
丁

・
表
題
に
『
御
手
本
』
と
あ
り
、
場
所
内
の
行
事
や
申
渡
、
物
語
な
ど

が
ア
イ
ヌ
語
と
日
本
語
で
書
き
連
ね
て
あ
る
。

二　
「
お
吉
清
三
」
口
説
と
の
関
連

「
お
吉
清
三
」
口
説
は
、「
京
阪
を
舞
台
と
す
る
代
表
的
な
口
説（

３
）」

と
評

さ
れ
、
江
戸
の
唄
本
や
瞽
女
口
説
、
音
頭
口
説
（
盆
踊
り
歌
）、
じ
ょ
ん

が
ら
節
な
ど
の
形
式
で
う
た
い
広
め
ら
れ
た
口
説
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

「
菊
の
か
ん
ざ
し
み
だ
れ
髪
」
が
、「
お
吉
清
三
」
口
説
を
原
歌
に
改
作
し

た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
根
拠
と
な
る
事
例
を
い
く
つ
か
述

べ
て
お
き
た
い
。

①
演
唱
の
パ
タ
ー
ン

「
菊
の
か
ん
ざ
し
み
だ
れ
髪
」
は
、
原
歌
の
「
お
吉
清
三
」
口
説
と
同
様
、

七
七
調
反
復
の
形
式
を
保
っ
て
い
る
。
音
数
の
数
え
方
は
、
ア
イ
ヌ
語
の
カ

ナ
表
記
を
日
本
語
の
音
体
系
（
モ
ー
ラ
数
）
で
読
む
と
い
う
考
え
方
に
よ
っ

て
成
り
立
っ
て
お
り
、
撥
音
、
長
音
、
促
音
を
一
音
と
数
え
る
。
拗
音
は
音

数
に
入
れ
な
い
が
、
音
節
末
の
子
音
は
一
音
と
数
え
る
〔
例
一
〕。

例
一
）
音
数
の
数
え
方
（
※
印
は
、
実
際
の
ア
イ
ヌ
語
の
音
節
数
を
表
す
。）

　

・
促
音
：
ウ
ワ
ッ
テ
（
四
モ
ー
ラ
）
※uw

atte

（
三
音
節
）

　

・
拗
音
：
ル
シ
ユ
イ
（
三
モ
ー
ラ
）
※rusuy （
二
音
節
）

　

・
撥
音
：
ク
ン
子
（
三
モ
ー
ラ
）
※ kunne

（
二
音
節
） 

　

・
長
音
：
ツ
セ
ー
（
三
モ
ー
ラ
）
※cise

（
二
音
節
）

　

・
音
節
末
の
子
音
：
キ
マ
テ
ク
（
四
モ
ー
ラ
）
※kim

atek

（
三
音
節
）

口
説
は
、
七
音
＋
七
音
で
十
四
音
を
「
一
コ
ト
」
と
呼
び
、「
お
吉
清
三
」

口
説
も
こ
の
音
数
に
合
わ
せ
て
歌
わ
れ
る
。「
菊
の
か
ん
ざ
し
み
だ
れ
髪
」
の

ア
イ
ヌ
語
の
歌
詞
も
こ
れ
を
意
識
し
た
よ
う
で
あ
っ
て
、「
一
コ
ト
」 

に
つ
き
、

一
小
節
（
四
分
の
四
拍
子
）
が
そ
れ
ぞ
れ 

三
、四
、四
、三
音
符
に
な
る
よ
う
一

小
節
毎
に
ス
ペ
ー
ス
（
空
白
）
が
入
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
口
説
の
演

唱
形
式
を
そ
の
ま
ま
取
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
〔
例
二
〕。

例
二
）
七
七
調
（
三
、四
、四
、三
音
）

　

・「
じ
ょ
ん
が
ら
節
（
お
吉
清
三
）」［
一
九
二
九
］

　
　

こ
こ
に
／
す
ぎ
り
し
／
そ
の
も
の
／
が
た
り

　
　

く
に
は
／
き
ょ
う
と
で
／
そ
の
な
も
／
た
か
き

　

・「
菊
の
か
ん
ざ
し
み
だ
れ
髪
」（『
御
手
本
』）

　

モ
シ
リ
／
シ
ヤ
ハ
子
ワ
／
キ
ヤ
ウ
ト
／
コ
タ
ン

　

サ
ン
チ
ヨ
／
マ
ツ
ヤ
タ
／
ヨ
ヱ
モ
ン
／
ニ
シ
ハ

②
舞
台
・
登
場
人
物

板
垣
［
二
〇
〇
九　

一
四
五
］
は
、
口
説
の
内
容
は
一
定
の
パ
タ
ー
ン

に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
お
り
、
基
本
的
な
パ
タ
ー
ン
を
ふ
ま
え
る
こ
と
で

口
説
の
作
品
は
い
く
ら
で
も
創
る
こ
と
が
で
き
た
と
主
張
し
、
次
の
よ
う
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な
パ
タ
ー
ン
を
提
示
し
て
い
る
。

１
．
事
件
の
場
所
の
提
示

２
．
人
物
の
紹
介
（
類
型
的
な
美
男
美
女
）

３
．
事
件
の
内
容
（
こ
の
部
分
が
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
な
る
）

４
．
死
の
場
面

５
．
人
々
の
同
情

具
体
的
に
、「
お
吉
清
三
」
と
「
菊
の
か
ん
ざ
し
み
だ
れ
髪
」
で
、
１
と
２

に
あ
た
る
箇
所
を
見
て
み
よ
う
。

２．人物の紹介 １．事件の場所

人
物
描
写

年
齢

人
物
③

人
物
描
写

年
齢

人
物
②

様
子

人
物
①

舞
台

・
ヱ
ラ
　ヽ
ア
ヱ
カ
ブ　
ト
ノ
ブ
リ　
コ
ロ
ベ
〔
そ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
と
思
え
な
い
、

殿
方
ら
し
き
態
度
の
者
〕

・
カ
ン
ビ　
ソ
ロ
バ
ン　
イ
ハ
カ
シ　
ク
ル
子

〔
読
み
書
き
、
ソ
ロ
バ
ン
を
教
え
る
者
で
あ
る
〕

・
ヲ
ベ
カ　
ケ
ウ
ト
モ　
ナ
ン
カ
テ　
シ
シ
ヤ
モ
〔
実
直
な
心
持
、
美
男
の
和
人
〕

・〔
不
明
〕

・
セ
イ
ザ
（
コ
）〔
清
三
（
子
）〕

・
メ
ノ
コ　

ナ
ン
カ
テ　

コ
ヱ
キ
リ　

シ
ヤ
ク
ベ
〔
女
の
美
し
さ
は
並
ぶ
者
が
い
な
い

も
の
〕

・
ア
ブ
カ　

ホ
ト
ヱ
バ　

ノ
マ
ン
へ　

コ
ラ
ツ　

ヲ
ッ
カ
ヱ　

ヱ
コ
カ
レ　

ユ
ニ
ン
カ

　
メ
ノ
コ
〔
雄
鹿
を
呼
ぶ
雌
鹿
の
ご
と
く
、
男
を
巻
き
付
け
て
怪
我
さ
せ
る
女
〕

・
ア
マ
ホ　
ヱ
ブ
ヱ
ケ　
モ
ト
ヽ
リ　
ヲ
ト
ブ
〔
あ
や
め
の
花
の
結
ん
だ
髪
の
毛
〕

・
カ
ル
バ　
ニ
イ
テ
キ　
ヱ
フ
ヱ
ケ　
ク
ツ
ヨ
〔
桜
の
木
の
枝
、
花
の
帯
し
め
る
〕

・〔
不
明
〕

・
ヲ
キ
ツ
〔
お
き
つ
〕

・
ウ
セ
ブ　

チ
ウ
ベ
フ　

シ
ヤ
ラ
ン
ベ　

ヱ
キ
リ　

ウ
サ
ナ　

モ
ム
ク
ベ　

ア
子　

ヱ

ホ
ク
〔
反
物
、
紐
（
？
）、
絹
織
物
な
ど
た
く
さ
ん
、
い
ろ
い
ろ
な
小
間
物
が
売
ら
れ

て
い
た
〕

・
ヨ
ヱ
モ
ン　
ニ
シ
ハ
〔
与
右
衛
門　
旦
那
〕

・
キ
ヤ
ウ
ト　
コ
タ
ン　
サ
ン
チ
ヨ　
マ
ツ
ヤ
〔
京
都　
三
丁
町
（
三
条
）〕

菊
の
か
ん
ざ
し
み
だ
れ
髪
（『
御
手
本
』

（
４
））

・
男
の
盛
り
、
器
量
良
け
れ
ば
お
吉
が
見
染
め

・
諸
人
に
愛
嬌
【
板
】

・
読
ん
で
、
書
か
せ
て
、
筆
と
ら
せ
て
も
誰
に
も
ひ
け
を
と
ら
な
か
っ
た
【
山
】

・
二
〇
～
二
二
歳

・
清
三

・
今
咲
く
花
よ

・
優
し
姿
は
花
に
は
ま
さ
る
【
板
】

・
な
に
ほ
ど
の
分
限
に
も
た
ん
と
出
な
い
と
い
う
ほ
ど
の
器
量
よ
し
【
山
】

・
花
な
ら
蕾
、
花
に
た
と
え
て
申
そ
う
な
ら
ば
立
て
ば
し
ゃ
く
や
く
座
れ
ば
牡
丹
【
北
】

・
十
六
歳

・
お
吉

・
店
も
に
ぎ
や
か
暮
ら
し
も
繁
昌

・
蔵
は
十
一
、
店
の
間
口
九
間
、
出
店
に
出
た
の
が
七
十
五
軒
も
あ
っ
た
【
陸
】

・
糸
屋　
与
［
興
］
右
衛
門

・
京
都　
三
条

・
花
の
都
【
探
】

お
吉
清
三

（
５
）
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通
常
、
口
説
で
は
主
人
公
ら
の
年
齢
描
写
が
入
る
の
だ
が
、「
菊
の
か

ん
ざ
し
み
だ
れ
髪
」
が
年
齢
描
写
を
欠
く
の
は
、
恐
ら
く
音
数
の
問
題
が

絡
む
も
の
と
推
測
で
き
る
。
例
え
ば
、
十
六
歳
は
ア
イ
ヌ
語
で
「
イ
ワ
ン

パ　

イ
カ

シ
マ　

ワ
ン
パ
」
と
長
く
、
歌
詞
に
収
ま
り
に
く
か
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
そ
れ
を
除
け
ば
、
両
者
は
舞
台
か
ら
人
物
の
特
徴
ま
で
非

常
に
よ
く
似
て
い
る
。
言
う
な
れ
ば
、「
菊
の
か
ん
ざ
し
み
だ
れ
髪
」
の

ほ
う
が
、「
事
件
の
場
所
の
提
示
」
お
よ
び
「
人
物
の
紹
介
」
が
詳
し
く

も
あ
る
。
話
の
導
入
部
が
こ
の
よ
う
に
丁
寧
に
描
か
れ
る
の
は
原
歌
「
お

吉
清
三
」
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
で
、
伝
蔵
が
手
を
入
れ
た
と
考
え
て
も

よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

③
あ
ら
す
じ
の
比
較

「
菊
の
か
ん
ざ
し
み
だ
れ
髪
」
は
、「
３
．
事
件
の
内
容
」
に
あ
た
る
話

の
中
盤
ま
で
原
歌
の
「
お
吉
清
三
」
を
準
え
て
作
詞
さ
れ
て
い
る
。
あ
ら

す
じ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

京
都
の
三
丁
町
（
三
条
）
に
与
右
衛
門
と
い
う
商
売
人
の
旦
那
が
い
た
。

店
に
は
和
人
ら
が
集
ま
り
、
た
い
へ
ん
繁
盛
し
て
い
た
。
与
右
衛
門
夫
婦

に
は
ひ
と
り
娘
が
お
り
、
お
き
つ
と
名
付
け
て
大
切
に
育
て
て
い
た
と
こ

ろ
、
お
き
つ
は
こ
の
上
な
く
美
し
く
成
長
す
る
。

与
右
衛
門
に
傅
く
若
い
衆
の
中
に
は
、
読
み
書
き
や
算
術
を
教
え
る
清

三
と
い
う
和
人
が
お
り
、
実
直
な
心
持
の
美
青
年
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち

に
、
お
き
つ
と
清
三
は
恋
に
落
ち
、
人
目
を
忍
ん
で
愛
し
合
う
よ
う
に
な

る
。
お
き
つ
の
両
親
が
そ
れ
に
気
づ
い
て
二
人
を
問
い
た
だ
す
と
、
お
き

つ
は
し
ら
ば
く
れ
る
も
、
清
三
は
事
実
で
あ
る
か
ら
と
言
い
訳
も
せ
ず
、

出
て
行
く
よ
う
言
わ
れ
た
こ
と
に
も
素
直
に
応
じ
た
。

こ
こ
ま
で
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
原
歌
の
「
お
吉
清
三
」
に
概
ね
一
致
し

て
い
る
。
両
者
に
共
通
す
る
点
を
ま
と
め
る
と
、

１
．
お
き
つ
（
お
吉
）
と
清
三
が
恋
仲
に
な
る
。

２
．
お
き
つ
の
両
親
（
あ
る
い
は
一
方
）
に
気
づ
か
れ
る
。

３
．
清
三
が
家
を
出
て
行
か
さ
れ
る
。

と
な
る
。「
菊
の
か
ん
ざ
し
み
だ
れ
髪
」
が
「
お
吉
清
三
」
と
大
き
く
異
な

る
の
は
、
こ
の
後
の
展
開
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、「
お
吉
清
三
」
の
中
で

語
ら
れ
る
大
筋
の
展
開
で
あ
る
。

４
．
清
三
は
お
吉
を
想
っ
て
病
気
に
な
る
。

５
．
お
吉
は
清
三
を
追
っ
て
清
三
の
家
（
菊
屋
）
に
行
く
。

６
．
そ
こ
で
お
吉
は
清
三
の
死
を
知
る
。

７
．
お
吉
が
清
三
の
墓
参
り
に
行
く
。

８
．
お
吉
の
思
い
に
よ
っ
て
清
三
の
墓
が
二
つ
に
割
れ
、
そ
こ
か
ら
清

三
が
現
れ
る
。

９
．
清
三
は
、
自
分
を
思
う
な
ら
命
日
に
香
花
を
頼
む
と
言
っ
て
消
え

失
せ
る
。

10
．
お
吉
は
、
清
三
ひ
と
り
で
行
か
せ
ま
い
と
後
を
追
う
よ
う
に
入
水

す
る
。
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11
．（
こ
の
話
を
聞
い
た
人
々
の
描
写
（
同
情
や
憐
れ
む
様
子
な
ど
）

が
入
る
こ
と
も
あ
る
。）

厳
密
に
言
え
ば
「
後
追
い
自
殺
」
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
悲
劇
的
な
終

わ
り
を
迎
え
る
口
説
は
、
よ
く
「
心
中
口
説
」
等
と
呼
ば
れ
、
口
説
の
な

か
で
も
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
顛
末
と
言
え
る
。
対
し
て
、「
菊
の
か
ん
ざ
し

み
だ
れ
髪
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
こ
う
で
あ
る
。

４
．
心
変
わ
り
し
た
お
き
つ
は
、
両
親
の
前
で
も
兎
の
よ
う
に
歩
い
て

怒
り
狂
う
。

５
．
そ
れ
を
見
か
ね
た
両
親
は
、黄
金
の
宝
を
清
三
の
家（
菊
屋
）へ
送
っ

て
伝
言
を
出
す
。

６
．
清
三
を
貰
う
と
、
娘
の
お
き
つ
と
結
婚
さ
せ
る
。

７
．
お
き
つ
と
清
三
は
喜
び
、
父
母
を
大
切
に
す
る
。

８
．
二
人
が
所
帯
を
持
つ
よ
う
に
な
る
と
、
男
の
子
と
女
の
子
が
生
ま

れ
る
。

９
．
与
右
衛
門
は
喜
び
目
を
覚
ま
し
た
か
の
よ
う
に
、
夫
人
と
孫
二
人

を
抱
い
て
可
愛
が
る
。

10
．（
こ
の
話
を
聞
い
た
人
々
の
描
写
は
語
ら
れ
な
い
。）

お
分
か
り
の
よ
う
に
、「
菊
の
か
ん
ざ
し
み
だ
れ
髪
」
は
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド

の
物
語
な
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
れ
は
「
お
吉
清
三
」
口
説
を

た
だ
単
に
ア
イ
ヌ
語
訳
し
た
も
の
で
は
な
く
、
伝
蔵
の
ア
レ
ン
ジ
が
随
所

に
見
ら
れ
る
独
創
的
な
歌
物
語
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

三　

ワ
オ
（
ア
オ
バ
ト
）
の
登
場

「
菊
の
か
ん
ざ
し
み
だ
れ
髪
」
で
は
「
ワ
ヲ
」
の
鳴
き
声
が
、
和
人
の

声
を
表
す
比
喩
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
ワ
ヲ
」（w

aw
o

） 

と
は

ア
イ
ヌ
語
で
ア
オ
バ
ト
（
緑
鳩
／
青
鳩
）
の
こ
と
を
指
す
。

・
ニ
シ
ハ　

シ
シ
ヤ
モ　

ウ
ヱ
カ
レ　

ウ
コ
イ
ホ
ク
ハ
ウ
ヱ

　

旦
那　

人
　々

集
り　

売
買
す
る
声

　
〔
旦
那
和
人
が
集
ま
り
売
買
す
る
声
は
〕

・
ヱ
ン
子　

ワ
ヲ
チ
リ　

ウ
カ
ワ
シ　

コ
ラ
ツ

　

数
多
集　

ワ
ヲ
と
い
ふ
鳥　

声
た
し　

こ
と
く

　
〔
数
多
の
ワ
オ
鳥
が
鳴
き
合
う
ご
と
く
〕

�

（『
御
手
本
』［
三
十
三
裏
］：
現
代
語
訳
は
深
澤
に
よ
る
）

原
歌
「
お
吉
清
三
」
口
説
の
ほ
う
で
は
該
当
す
る
箇
所
も
見
つ
か
ら
ず
、

伝
蔵
の
ア
レ
ン
ジ
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
で
は
、
な
ぜ
和
人
を
ア
オ
バ

ト
に
例
え
た
の
か
。
人
間
が
ア
オ
バ
ト
に
化
身
す
る
と
い
う
小
鳥
前
生
譚

は
、
伝
蔵
の
出
身
地
で
あ
る
東
北
地
方
の
伝
承
、
そ
し
て
勤
務
地
で
あ
る

蝦
夷
地
の
ア
イ
ヌ
の
伝
承
の
両
方
に
存
在
す
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
二
つ
の

関
係
に
つ
い
て
既
に
論
じ
て
お
ら
れ
る
三
浦
［
二
〇
一
二
］
の
議
論
を
も

と
に
、
こ
こ
で
再
検
討
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
東
北
の
伝
承
「
馬
追
（
マ
オ
）
鳥
」
話
型（

６
）の

展
開
は
次
の
よ
う
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に
定
義
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

１
．
継
子
（
下
男
・
放
牧
童
）
が
馬
（
牛
）
を
野
に
放
っ
て
見
失
う
。

２
．
継
母（
主
人
）に
責
め
ら
れ
て
探
し
て
い
る
う
ち
に
馬
追
鳥
に
な
る
。

３
．
そ
の
た
め
に
、
羈
の
あ
と
が
あ
り
、「
ま
ー
お
ー
」
と
鳴
く
。

図
１
と
図
２
は
、
昔
話
「
馬
追
鳥
」
の
伝
承
地
と
藩
構
成
に
つ
い
て
、
三

浦
［
二
〇
一
二
］
の
情
報
を
元
に
地
図
上
に
プ
ロ
ッ
ト
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
分
布
か
ら
三
浦
は
、「
馬
追
鳥
」
が
「
南
部
藩
を
中
心
に
分
布
す
る
伝

承
」［
前
掲
書　

八
三
］
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

次
に
、
ア
イ
ヌ
の
神
謡
「
ワ
オ
」
の
由
来
譚
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
三

浦
は
こ
れ
を
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
し
た
。
そ
の
う
ち
カ
ッ
コ
ウ
な
ど
別

の
鳥
や
動
物
の
伝
承
と
し
て
も
語
ら
れ
て
い
る
二
つ
の
話
型
は
数
も
少
な

く
、「
も
と
も
と
ワ
オ
で
は
な
く
、
別
の
鳥
や
動
物
の
神
謡
で
あ
っ
た
可

能
性
が
大
き
い
」［
前
掲
書　

八
五
］
と
し
、
次
の
話
型
が
「
ワ
オ
」
に

固
有
の
伝
承
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

木
（
船
材
）
を
切
る
た
め
に
山
に
入
つ
た
和
人
が
道
に
迷
い
、
寒
さ

と
飢
え
の
た
め
に
死
ん
で
、
そ
の
チ
ョ
ン
マ
ゲ
が
ワ
オ
と
い
う
鳥
に

な
っ
た
。［
前
掲
書　

八
四
］

さ
ら
に
三
浦
は
、
こ
の
ア
イ
ヌ
の
神
謡
「
ワ
オ
」
と
昔
話
「
馬
追
鳥
」

の
関
係
に
つ
い
て
「
東
北
の
伝
承
が
ア
イ
ヌ
に
伝
わ
っ
た
」
と
い
う
可
能

性
を
あ
げ
、
そ
れ
を
支
持
す
る
五
つ
の
理
由（

７
）を

上
げ
て
い
る
。

１
．�「
ワ
オ
」
と
い
う
鳴
き
声
と
和
人
の
山
中
で
の
死
の
原
因
や
理
由

と
の
間
に
は
必
然
的
な
つ
な
が
り
が

見
出
せ
な
い
。

２
．�

昔
話
「
馬
追
（
マ
オ
）
鳥
」
は
分
布

状
況
を
み
て
も
岩
手
県
か
ら
発
生
し

た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

３
．�

和
人
の
登
場
す
る
カ
ム
イ
ユ
カ
ラ
は

古
い
と
は
み
な
し
に
く
い
。

４
．
あ
ま
り
縁
起
の
よ
く
な
い
忌
ま
わ
し

い
鳥
ワ
オ
の
由
来
譚
に
、
憎
む
べ
き

侵
略
者
「
和
人
」
が
登
場
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
由
来
譚
の
発

図 2：藩構成

◆秋田藩
■伊達藩
★南部藩

（仙台藩） ◆

★
★ ★

★

★★★

★
★

★

■■
■■

図 1：「馬追鳥」伝承園
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生
が
和
人
と
の
接
触
以
前
で
は
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

５
．
ア
イ
ヌ
に
は
小
鳥
前
生
譚
は
あ
ま
り
語
ら
れ
て
お
ら
ず
、
い
ず
れ

も
和
人
か
ら
の
流
入
が
想
像
さ
れ
る
話
で
あ
る
。

そ
し
て
三
浦
は
、
幕
末
期
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
と
南
部
藩
の
関
わ
り
な
ど
の

議
論
を
経
た
後
、「
こ
こ
で
論
じ
た
昔
話
「
馬
追
鳥
」
と
神
謡
「
ワ
オ
」
と

の
関
係
は
、
比
較
的
あ
た
ら
し
い
時
期
、
十
九
世
紀
前
半
の
、
東
北
と
ア

イ
ヌ
と
の
接
触
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
だ
と
い
う
の
が
ひ
と
ま
ず
の
結
論

に
な
る
」［
前
掲
書　

一
〇
一
］
と
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
、
伝
蔵
の
出
身
地
は
秋
田
県
の
八
森
で
あ
っ

て
、東
北
の
「
馬
追
（
マ
オ
）」
の
伝
承
地
域
と
一
致
し
な
い
点
で
あ
る
〔
図

３
〕。
そ
の
う
え
、和
人
と
ア
オ
バ
ト
を
関
連
づ
け
て
い
る
の
は
、神
謡
「
ワ

オ
」
の
ほ
う
で
あ
り
、「
マ
オ
」
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
十
九
世
紀
前
半
、

少
な
く
と
も
「
菊
の
か
ん
ざ
し
み
だ
れ
髪
」
の
新
板
が
成
立
し
た
と
さ
れ

る
「
弘
化
二
年
巳
七
月
」（
一
八
四
五
年
八
月
）
に
は
、
す
で
に
神
謡
「
ワ

オ
」
が
成
立
し
て
い
た
可
能
性
が
出
て
来
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
「
ワ
オ
」
の
伝
承
に
影
響
を
受
け
た
こ
と
を
支
持
す
る
根
拠
は
他

に
も
あ
る
。「
菊
の
か
ん
ざ
し
み
だ
れ
髪
」
の
ワ
オ
の
挿
絵
〔
図
４
〕
と
、

そ
の
後
に
書
か
れ
た
ワ
オ
の
説
明
で
あ
る
。

此
鳥
鳩
に
似
て

形
如
図　

数
十
羽
集
ま
り
て　

さ
へ
つ
る
声

人
間
の
□　

語
る
言
に
似
て　

土
人
衆
も
迷
ふ
な
り

（『
蝦
夷
風
俗
図
絵
蝦
夷
語
解
説
①
』［
二
三
表
］）

ワ
オ
の
頭
に
ま
さ
か
の
「
チ
ョ
ン
マ
ゲ
」
の
よ
う
な
も
の
が
見
え
る
が
、

こ
の
鳥
は
本
来
こ
の
よ
う
な
頭
恰
好
を
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
こ
の
挿
絵

の
後
に
つ
い
た
説
明
も
ワ
オ
の
伝
承
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。

伝
蔵
の
最
初
の
勤
務
地
は
釧
路
場
所
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
釧
路
ア
イ
ヌ

と
親
し
く
な
り
、
ア
イ
ヌ
語
を
習
得
し
、
そ

の
後
、
ノ
ツ
ケ
で
蝦
夷
通
辞
と
し
て
長
く
働

く
こ
と
に
な
る
。
和
人
の
チ
ョ
ン
マ
ゲ
が
ワ

オ
に
な
っ
た
と
い
う
ア
イ
ヌ
の
伝
承
が
採
録

さ
れ
る
地
域
は
、
北
海
道
の
南
西
部
（
千
歳
、

鵡
川
、
平
取
）
で
あ
り
、
伝
蔵
の
勤
務
地
（
ノ

ツ
ケ
や
釧
路
場
所
）
か
ら
は
遠
い
〔
図
５
〕。

し
か
し
、
釧
路
屈
斜
路
（
現
在
の
弟
子
屈
町

図４：ワオの挿絵
（『御手本』［三三裏］）

秋田県八森

図 3：伝蔵の出身地とマオの伝承地域
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屈
斜
路
）
に
は
次
の

よ
う
な
類
話
が
伝
え

ら
れ
て
お
り
、
か
つ

て
は
こ
の
道
東
地
方

に
も
ワ
オ
の
伝
承
が

あ
っ
た
こ
と
も
窺
が

え
る
。

釧
路
屈
斜
路
で
も
こ

の
鳥
を
ワ
オ
ー
と

い
っ
て
い
る
が
、
ワ

オ
ー
と
は
莫
迦
と
い

う
意
味
で
、
や
は
り

山
で
迷
っ
た
和
人
の

魂
が
死
ん
で
か
ら
自

分
た
ち
を
莫
迦
に
し
て
「
ワ
オ
ー　

ワ
オ
ー
」
と
い
う
の
だ
と
伝
え
て

い
る　
［
更
科　

一
九
七
七　

六
二
六
］

こ
こ
で
ひ
と
つ
視
点
を
遠
く
へ
移
し
て
み
た
い
。
ア
オ
バ
ト
が
人
間
に

化
身
し
た
話
と
い
う
の
は
、
東
北
地
方
や
ア
イ
ヌ
だ
け
に
伝
わ
る
話
で
は

な
く
、
パ
プ
ワ
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
ボ
サ
ビ
地
域
（
カ
ル
リ
）
に
も
知
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
フ
ェ
ル
ド
［
一
九
八
八
］
は
、
次

の
よ
う
な
伝
承
を
紹
介
し
て
い
る

（
８
）。

　

男
の
子
と
お
姉
さ
ん
が
、
ふ
た
り
で
小
川
へ
ザ
リ
ガ
ニ
を
と
り
に
行

く
の
だ
が
、
弟
の
ほ
う
は
全
然
ザ
リ
ガ
ニ
が
と
れ
な
い
。
姉
さ
ん
が
一

匹
つ
か
ま
え
た
の
で
、「
僕
の
ザ
リ
ガ
ニ
が
な
い
よ
」
と
言
う
と
、
姉

は
「
お
ま
え
に
は
あ
げ
な
い
よ
、
こ
れ
は
お
母
さ
ん
に
あ
げ
る
ん
だ
か

ら
」
と
い
う
。
ま
た
、
姉
さ
ん
が
一
匹
つ
か
ま
え
た
の
で
、
同
じ
よ
う

に
お
ね
だ
り
す
る
と
、「
こ
れ
は
お
兄
さ
ん
に
あ
げ
る
ん
だ
か
ら
」
と

い
う
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
弟
は
ち
っ
ち
ゃ
な
エ
ビ
を
つ
か
ま
え

て
、
そ
の
殻
を
自
分
の
鼻
に
く
っ
つ
け
る
と
、
ム
ニ
鳥
（
ノ
ド
ジ
ロ
ヒ

メ
ア
オ
バ
ト
）
の
姿
に
変
っ
て
し
ま
っ
た
。
姉
が
驚
い
て
「
ま
あ
、
飛

ん
で
っ
ち
ゃ
だ
め
よ
」
言
う
と
、
弟
は
甲
高
い
裏
声
の
よ
う
な
ム
ニ
鳥

の
鳴
き
声
を
出
し
て
、
飛
び
去
っ
て
い
っ
た
。
姉
が
い
く
ら
戻
っ
て

ら
っ
し
ゃ
い
と
叫
ん
で
も
、
男
の
子
は
も
う
ム
ニ
鳥
に
な
っ
て
し
ま
い
、

そ
の
声
は
段
々
ゆ
っ
く
り
と
は
っ
き
り
と
し
た
も
の
に
変
っ
て
い
き
ま

し
た
。

フ
ェ
ル
ド
は
、「
ヒ
メ
ア
オ
バ
ト
の
鳴
き
声
は
甲
高
く
、
人
の
裏
声
に

似
て
お
り
、
下
降
す
る
旋
律
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
カ
ル
リ
は
そ
れ
を
子

供
に
た
と
え
る
」［
五
三
頁
］
と
述
べ
、
こ
の
物
語
の
構
造
を
、

【
誘
発
】
社
会
的
な
感
情
（
拒
ま
れ
た
兄
弟
の
関
係
、貰
え
な
い
食
べ
物
、

見
捨
て
ら
れ
た
少
年
）

→
【
仲
介
】
少
年
が
ム
ニ
鳥
に
な
る

→
【
隠
喩
化
】
音
（
ム
ニ
鳥
の
声
＝
泣
き
、
こ
と
ば
の
組
み
込
み
＝
詩
、

旋
律
的
な
泣
き
＋
詩
＝
歌
）

千歳、鵡川、
平取

ノツケ
（野付）

釧路場所

図 5：伝蔵の勤務地とワオの伝承地域
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と
し
て
分
析
し
た

（
９
）。

フ
ェ
ル
ド
が
「
こ
の
仲
介
の
位
置
を
占
め
る
「
鳥
に

な
る
」
こ
と
自
体
が
多
義
的
」
で
、「
死
や
霊
の
反
映
を
指
示
し
な
が
ら
、

他
方
で
、
悲
し
み
や
嘆
き
を
文
化
的
に
表
す
手
段
と
し
て
の
美
的
コ
ー
ド

を
も
指
示
し
て
い
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
筆
者
は
ア
オ
バ
ト
の
伝
承
「
マ

オ
」
と
「
ワ
オ
」
も
こ
れ
と
同
様
の
構
造
を
持
ち
合
せ
て
い
る
と
考
え
る
。

す
な
わ
ち
、
ア
オ
バ
ト
の
鳴
き
声
と
こ
う
し
た
人
間
の
感
情
は
と
て
も
結

び
付
け
や
す
く
、
東
北
と
ア
イ
ヌ
の
伝
承
は
伝
播
の
可
能
性
と
同
程
度
に
、

そ
れ
ぞ
れ
が
別
々
に
発
生
し
た
と
い
う
可
能
性
も
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
な

の
で
あ
る
。

ま
た
、
三
浦
が
伝
播
の
可
能
性
の
一
つ
と
し
て
提
示
し
て
い
る
よ
う

に
、
神
謡
「
ワ
オ
」
に
登
場
す
る
和
人
が yam

anko

〔
山
子
・
杣
夫
〕
や 

cipta sisam

〔
船
大
工
の
和
人
〕
と
い
う
職
業
を
担
う
の
は
、
そ
う
し
た

出
稼
ぎ
者
が
多
数
流
入
し
て
い
た
当
時
の
社
会
的
背
景
と
絡
み
合
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
こ
の
よ
う
な
社
会
的
背
景
（
ア
イ
ヌ
人
が
そ

の
下
働
き
と
し
て
強
制
労
働
さ
せ
ら
れ
る
な
ど
）
と
い
う
の
は
、
少
な
く

と
も
一
八
世
紀
前
半
に
は
存
在
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
も
し
か
す
る

と
、
そ
こ
で
生
ま
れ
た
何
ら
か
の
社
会
的
な
感
情
は
、
人
間
の
裏
声
に
似

た
、
下
降
す
る
旋
律
を
も
っ
た
ア
オ
バ
ト
の
鳴
き
声
と
結
び
つ
き
、
和
人

の
チ
ョ
ン
マ
ゲ
が
ア
オ
バ
ト
に
な
っ
た
と
い
う
物
語
を
ア
イ
ヌ
社
会
が
独

自
に
生
み
出
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
十
九
世
紀
の
半
ば
に
蝦
夷
地
の
最
東

端
に
神
謡
「
ワ
オ
」
の
伝
承
が
根
付
い
て
い
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な

見
方
も
で
き
な
く
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
う
の
で
あ
る（

（（
（

。

四　

心
中
か
ら
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
へ

本
作
の
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
が
、
心
中
口
説
と
し
て
知
ら
れ
る
「
お
吉
清

三
」
の
結
末
か
ら
、
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
へ
と
改
変
さ
れ
た
理
由
は
何
な
の

で
あ
ろ
う
か
。「
心
中
」
と
い
う
結
末
の
物
語
が
和
人
の
間
で
流
行
し
て

い
た
時
代
に
、
わ
ざ
わ
ざ
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
に
変
え
る
必
要
が
あ
っ
た
の

か
、
と
い
う
の
が
筆
者
の
疑
問
で
あ
る
。
と
っ
さ
に
疑
い
た
く
な
る
の
は
、

「
心
中
」
が
ア
イ
ヌ
の
精
神
文
化
で
は
忌
み
嫌
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
か

ら
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
知
里
真
志

保
が
、イ

ブ
リ
の
ホ
ロ
ベ
ツ
で
わ
、
自
殺
わ
め
っ
た
に
し
な
か
っ
た
と
ゆ
が
、

そ
の
理
由
わ
、
自
殺
し
た
者
わ
、
あ
の
世
の
先
祖
た
ち
の
住
ん
で
い

る
所
え
着
く
途
中
で
六
年
間
苦
役
さ
う
せ
ら
れ
る
か
ら
だ
と
い
う
。

［
知
里　

一
九
七
五　

二
〇
一
］

と
記
録
し
て
お
り
、
ま
た
、
彼
の
遺
稿
ノ
ー
ト（

（（
（

に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

身
投
ゲ petorun

〔
川
の
入
水
〕 

モ atuj orun

〔
海
の
入
水
〕 

モ　

ア
ル
ト
イ
フ
か　

滅
多
ニ
ナ
イ
【
中
略
】
自
殺
シ
タ
動
機
は
大
体　

１
、
恋
人
の
後
シ
タ
ッ
テ　

２
、
兄
弟
け
ん
か
し
て　

姉
と
け
ん
か

し
て　

な
さ
け
な
く　

３
．
ど
ろ
ぼ
う
と
う
た
が
は
れ
て

【
中
略
】
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心
中
シ
タ
モ
ノ
ア
ノ
世
ヘ
行
ク
ト siruscir

〔
ヤ
マ
ゲ
ラ
〕
ニ
シ
テ 

hetopo

〔
逆
に
〕
コ
ノ
世
ヘ
返
サ
レ
ル　

水
ノ
マ　

自
殺
シ
テ
行
ッ

タ
者 terkepi

〔
カ
エ
ル
〕
ニ
ナ
ッ
テ
モ
ド
サ
レ
ル
モ
ノ
モ
ア
ル　

terkepi
〔
カ
エ
ル
〕
ナ
ド
ヨ
ク
見
レ
バ　

teke

〔
手
〕（sittoki

〔
肘
〕

マ
デ
）
ダ
ノ paro

〔
口
〕
ダ
ノ sinuye

〔
刺
青
〕
シ
テ　

蛇
ニ
シ
テ

出
サ
レ
ル
モ
ノ
モ
ア
ル　

少
し
怪
イ
ノ
ハ čikap

〔
鳥
〕
ニ
モ
ア
ル

ア
イ
ヌ
の
社
会
に
自
害
や
心
中
が
全
く
無
か
っ
た
と
は
言
い
難
い
。
そ
れ

に
例
え
ば
「
あ
の
世
へ
行
く
途
中
に
大
変
な
苦
役
を
さ
せ
ら
れ
る
」、「
他

の
動
物
と
な
っ
て
こ
の
世
に
返
さ
れ
る
」
と
い
う
更
な
る
ス
ト
ー
リ
ー
が

付
い
て
回
る
か
ら
と
言
っ
て
、「
心
中
」
で
物
語
を
締
め
括
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
理
由
に
繋
が
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
新
た
な
事
例
を
ひ
と
つ
提
示
し
た
い
。実
は
、加
賀
家
文
書
の『〔
蝦

夷
風
俗
図
絵
蝦
夷
語
解
説
①
〕』
に
は
、
も
う
一
編
、「
ヤ
ン
レ
」
と
い
う
文

句
で
結
ば
れ
る
口
説
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
表
題
は
無
い
が
、
こ
こ
で
は

便
宜
を
図
る
た
め
に
「
酉
松
お
そ
の
」
口
説

（
（（
（

と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　

ヌ
シ
ケ
ベ
ツ
コ
タ
ン
の
武
蔵
屋
は
、
大
勢
の
遊
女
を
扱
う
家
で
あ

り
、
お
客
が
い
つ
も
出
入
り
し
て
い
た
。
そ
こ
に
酉
松
と
い
う
美

男
の
和
人
が
や
っ
て
き
て
、
武
蔵
屋
で
評
判
の
お
園
と
恋
に
落
ち
て

し
ま
う
。
酉
松
は
毎
晩
そ
こ
へ
通
う
う
ち
に
借
金
を
つ
く
り
、
段
々

と
武
蔵
屋
か
ら
足
が
遠
の
く
よ
う
に
な
る
。
お
そ
の
が
心
配
し
て
酉

松
に
会
い
に
行
く
と
、
酉
松
は
お
そ
の
と
の
再
会
を
喜
ぶ
も
、
借
金

の
返
済
に
困
窮
し
て
い
る
た
め
に
今
晩
自
害
す
る
こ
と
を
打
ち
明
け

た
。
お
そ
の
は
、
酉
松
と
夫
婦
に
な
れ
な
い
な
ら
と
心
中
を
申
し

出
て
、
二
人
は
共
に
死
に
、
地
獄
の
閻
魔
さ
ま
（nitne kam

uy/ 
em

m
a kam

uy

） 

に
詫
び
入
っ
た
。
す
る
と
、
閻
魔
さ
ま
も
事
情
を

憐
れ
ん
で
く
だ
さ
っ
て
、
二
人
は
良
き
所 

（pirka m
osir

） 

に
生
き

返
り
、
そ
う
し
て
二
人
は
夫
婦
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
ま
ぎ
れ
も
無
く
「
心
中
口
説
」
な
の
で
あ
る
が
、
や
は
り
結
末
は

ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
。
心
中
し
た
二
人
が
閻
魔
さ
ま
の
同
情
を
仰
い
で
生
き

返
っ
て
し
ま
う
と
い
う
、
何
と
も
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
展
開
が
繰
り
広
げ
ら
れ

て
い
る
。
表
現
の
端
々
が「
菊
の
か
ん
ざ
し
み
だ
れ
髪
」と
一
致
す
る
た
め
、

恐
ら
く
こ
の
作
品
も
伝
蔵
が
書
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
も
う
少
し
だ
け
深

入
り
す
る
な
ら
、
伝
蔵
の
仕
事
の
ひ
と
つ
に
室
鳩
巣
の
著
書
『
五
倫
名
義
』

の
ア
イ
ヌ
語
訳
と
い
う
の
が
あ
る
。
儒
教
の
「
招
魂
再
生
」
と
い
う
死
生

観
が
、
こ
の
よ
う
な
展
開
を
生
み
出
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
筆

者
の
憶
測
で
あ
る
。
こ
の
物
語
に
ア
イ
ヌ
の
世
界
観
と
の
接
点
は
あ
ま
り

感
じ
ら
れ
な
い
。

話
を
自
ら
の
疑
問
に
戻
し
て
考
え
て
み
る
。「
菊
の
か
ん
ざ
し
み
だ
れ

髪
」
の
結
末
は
、結
婚
、出
産
、そ
し
て
、孫
を
可
愛
が
る
描
写
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
一
見
す
る
と
、
ア
イ
ヌ
の
散
文
説
話
に
典
型
的
な
「
結
婚
し
、
子

宝
に
恵
ま
れ
、
幸
せ
な
一
生
を
遂
げ
た

（
（（
（

」
と
い
う
結
末
に
近
い
よ
う
に
も

思
え
る
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
の
疑
い
は
こ
こ
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
残

念
な
が
ら
「
ア
イ
ヌ
の
口
承
文
学
か
ら
の
影
響
」
と
い
う
確
た
る
証
拠
を

発
表
者
は
掴
め
て
い
な
い（

（（
（

。
寧
ろ
、
和
人
な
ら
誰
も
が
予
想
す
る
「
心
中
」
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と
い
う
結
末
を
あ
え
て
変
更
す
る
こ
と
で
、
一
種
の
ユ
ー
モ
ア
に
繋
げ
た

と
い
う
の
が
、
こ
こ
で
の
自
然
な
解
釈
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
ユ
ー

モ
ア
は
、
ア
イ
ヌ
語
で
口
説
を
歌
う
と
い
う
小
粋
な
遊
び
心
と
も
う
ま
く

重
な
っ
て
い
く
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
酉
松
お
そ
の
」の
よ
う
に「
心
中
」の
シ
ー

ン
を
入
れ
た
場
合
は
、「
生
き
返
る
」
と
い
う
こ
と
が
、
所
謂
、
気
の
き

い
た
結
末
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

五　

む
す
び
に
か
え
て

「
お
吉
清
三
」
は
古
く
は
江
戸
の
唄
本
な
ど
に
も
見
ら
れ
、
瞽
女
口
説

や
読
売
り
な
ど
に
よ
っ
て
う
た
い
広
め
ら
れ
た
口
説

（
（（
（

と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
も
し
、
こ
の
口
説
の
流
行
し
た
時
代
が
、（
や
ん
れ
節
）
口
説
が
再

流
行
し
た
時
代
と
同
じ
天
保
年
間
（
一
八
三
〇
‐
四
四
）
の
こ
と
だ
と
す

れ
ば（

（（
（

、
丁
度
、
和
人
芸
能
文
化
が
蝦
夷
地
に
深
く
入
り
込
ん
で
い
た
時
代
、

そ
し
て
、
伝
蔵
が
蝦
夷
通
辞
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
時
代
と
も
一
致
す
る
。

伝
蔵
が
「
お
吉
清
三
」
を
原
歌
と
し
て
選
ん
だ
の
は
、
そ
う
い
っ
た
当
時

の
流
行
も
関
わ
っ
て
い
そ
う
で
あ
る
。

蝦
夷
地
に
お
け
る
祭
文
語
り
や
都
々
逸
に
関
す
る
記
述
は
、
弘
化
二
、

三
年
（
一
八
四
五
、六
年
）
に
は
既
に
存
在
し
、
そ
れ
も
都
々
逸
は
場
所

の
番
人
と
支
配
人
が
「
松
前
訛
り
」
で
歌
っ
て
い
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て

い
る（

（（
（

。「
菊
の
か
ん
ざ
し
み
だ
れ
髪
」
も
、
も
と
は
と
言
え
ば
柴
田
政
吉

と
い
う
人
に
差
し
上
げ
た
「
千
島
な
ま
り
の
ヂ
ヨ
ン
カ
ラ
ぶ
し
」
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
加
賀
家
文
書
に
は
こ
の
他
に
も
、
伝
蔵
が
ア
イ
ヌ

語
訳
を
担
っ
た
和
歌
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ア
イ
ヌ
語
に
訳
す
こ
と

は
蝦
夷
通
辞
の
本
業
で
あ
る
が
、
そ
の
特
殊
技
能
は
、
役
人
に
対
す
る
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
と
し
て
も
一
役
買
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。「
菊
の

か
ん
ざ
し
み
だ
れ
髪
」
と
い
う
歌
物
語
に
は
、
そ
ん
な
当
時
の
社
会
が
ぼ

ん
や
り
と
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。

参
考
文
献

板
垣
俊
一
『
越
後
瞽
女
唄
集
』
二
〇
〇
九　

三
弥
井
書
店

加
賀
康
三
「
お
き
つ
清
三
恋
の
夜
嵐
」
に
つ
い
て
」『
蝦
夷
往
来
』
第
８

号
一
九
三
二　

尚
古
堂

加
賀
伝
蔵
筆
録
「
菊
の
か
ん
ざ
し
み
だ
れ
髪
」『
蝦
夷
風
俗
図
絵
蝦
夷
語

解
説
①
』
年
代
不
詳　

加
賀
家
文
書
館
所
蔵
（
資
料
番
号
二
八
）

加
賀
伝
蔵
筆
録
「
菊
の
か
ん
ざ
し
み
だ
れ
髪
」『
御
手
本
』
一
八
四
四
～

一
八
六
三
（
？
）　

加
賀
家
文
書
館
所
蔵
（
資
料
番
号
三
一
）

加
賀
伝
蔵
筆
録
「［
酉
松
お
そ
の
］」『
蝦
夷
風
俗
図
絵
蝦
夷
語
解
説
①
』
年

代
不
詳　

加
賀
家
文
書
館
所
蔵
（
資
料
番
号
二
八
）

更
科
源
蔵
・
更
科
光
『
コ
タ
ン
生
物
記
Ⅲ
：
野
鳥
・
水
鳥
・
昆
虫
篇
』

一
九
七
七　

法
政
大
学
出
版
局

関
敬
吾
『
日
本
昔
話
大
成
』
第
一
巻　

一
九
七
九　

角
川
書
店

竹
内
勉
『
民
謡
地
図
②
じ
ょ
ん
が
ら
と
越
後
瞽
女
』
二
〇
〇
二　

本
阿
弥

書
店

探
花
房
「
お
吉
淸
三
く
ど
き
」『
勧
懲
童
之
諭
』
一
八
八
三　

近
八
郎
右

衛
門
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知
里
真
志
保
『
知
里
真
志
保
著
作
集
別
巻
Ⅱ
：
分
類
ア
イ
ヌ
語
辞
典
人
間

編
』
一
九
七
五　

平
凡
社

知
里
真
志
保
『［
風
俗
覚
書
］』（
資
料
番
号
Ｃ
Ｍ
一
六
九
）
年
代
不
詳　

北
海
道
立
図
書
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

中
川
裕
『
ア
イ
ヌ
の
物
語
世
界
』
一
九
九
七　

平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

フ
ェ
ル
ド
、ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
（
著
）
山
口
修
他
（
訳
）『
鳥
に
な
っ
た
少
年
』

一
九
八
八　

平
凡
社

深
澤
美
香
「
加
賀
家
文
書　

翻
刻
・
現
代
語
訳
１
「
菊
の
か
ん
ざ
し
み
だ

れ
髪
」」『
千
葉
大
学　

ユ
ー
ラ
シ
ア
言
語
文
化
論
集
』
第
一
五
号　

近

刊　

千
葉
大
学
ユ
ー
ラ
シ
ア
言
語
文
化
論
講
座

別
海
町
郷
土
資
料
館
「
御
手
本
」『
加
賀
家
文
書　

現
代
語
訳
版
』
第
二

巻　

二
〇
〇
二　

別
海
町
郷
土
資
料
館

別
海
町
郷
土
資
料
館
『
別
海
町
郷
土
資
料
館
所
蔵
資
料
目
録
第
一
集　

加

賀
家
文
書
等
資
料
目
録
Ⅰ
』　

二
〇
一
二　

別
海
町
郷
土
資
料
館

北
海
道
教
育
委
員
会
（
編
）「
歌
笛
越
前
踊
り
（
ヤ
ン
コ
ラ
セ
）」『
北
海
道

の
民
謡
：
民
謡
緊
急
調
査
報
告
書
』
一
九
九
一　

北
海
道
教
育
委
員
会

三
浦
佑
之
「
ワ
オ
と
マ
オ
：
小
鳥
に
な
っ
た
人
」『
古
代
研
究
：
列
島
の

神
話
・
文
化
・
言
語
』
二
〇
一
二　

青
土
社

三
浦
泰
之
「
近
世
中
後
期
の
北
日
本
に
お
け
る
旅
芸
人
覚
書
：
松
前
・
蝦

夷
地
及
び
弘
前
藩
の
事
例
を
中
心
に
」『
北
海
道
開
拓
記
念
館
研
究
紀

要
』
第
三
五
号　

二
〇
〇
七　

北
海
道
開
拓
記
念
館

三
田
村
鳶
魚
「
新
板
お
吉
清
三
し
ん
ぢ
う
く
ど
き
」『
瓦
版
の
は
や
り
唄
』

一
九
二
六　

春
陽
堂

山
香
町
文
化
連
盟
（
編
）「
心
中
口
説
（
お
吉
清
三
）」『
や
ま
が
の
盆
踊

り
口
説
集
』
一
九
八
六　

山
香
町
文
化
連
盟

山
本
明
「
お
吉
清
三
」『
陸
前
伊
具
昔
話
集
：
宮
城
』
一
九
八
一　

岩
崎

美
術
社

湯
浅
粂
策
「
お
吉
清
三
く
ど
き
」『
く
ど
き
五
百
段
』
一
九
一
〇　

春
江
堂

【
音
声
資
料
】

和
田
如
月
他
「
じ
ょ
ん
が
ら
節
（
お
吉
清
三
）」（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ

タ
ル
化
資
料
）
一
九
二
九　

ビ
ク
タ
ー

注（
１
）	

加
賀
康
三
［
一
九
三
二　

五
四
］
よ
り
引
用
。
旧
字
は
改
め
た
。

（
２
）	

原
資
料
の
ほ
か
、
別
海
町
郷
土
資
料
館
［
二
〇
〇
二
、二
〇
一
二
］

を
参
考
に
し
た
。

（
３
）	

板
垣
［
二
〇
〇
九　

一
六
五
］。

（
４
）	

翻
刻
・
現
代
日
本
語
訳
は
深
澤
（
近
刊
）
に
よ
る
。
亀
甲
括
弧
（〔
〕） 

内
は
現
代
日
本
語
訳
。

（
５
）	「
お
吉
清
三
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
で
参
考
に
し
た
資
料
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。
引
用
文
献
は
略
号
で
示
し
た
が
、
表
現
が
共
通
す
る

も
の
に
つ
い
て
は
割
愛
し
た
。
板
垣
［
二
〇
〇
九
］【
略
号
：
板
】、

探
花
房
［
一
八
八
三
］【
略
号
：
探
】、
湯
浅
［
一
九
一
〇
］、
三
田

村
［
一
九
二
六
］、和
田 

他
［
一
九
二
九
］、山
本
［
一
九
八
一
］【
略

号
：
山
】、
山
香
町
文
化
連
盟
（
編
）［
一
九
八
六
］、［
北
海
道
教

育
委
員
会
（
編
）［
一
九
九
一
］【
略
号
：
北
】。
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（
６
）	

関
［
一
九
七
九
］。

（
７
）	

三
浦
［
二
〇
一
二　

九
四
、九
五
］
か
ら
深
澤
が
抜
粋
、
要
約
し
た
。

（
８
）	
要
約
は
深
澤
に
よ
る
。

（
９
）	
フ
ェ
ル
ド
［
一
九
八
八　

六
〇
─

六
七
］。

（
10
）	

奥
田
統
己
氏
よ
り
ご
指
摘
頂
い
た
こ
と
で
も
あ
る
が
、神
謡
「
ワ
オ
」

と
し
て
成
立
す
る
以
前
の
語
り
（
例
え
ば
、
巷
説
や
風
聞
、
噂
話

な
ど
）
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
伝
蔵
が
影
響
を
受
け
、
ア
レ
ン
ジ
を

加
え
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
神
謡
「
ワ
オ
」
の
成
立
時
期
に
つ
い

て
は
、
ま
だ
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

（
11
）	

知
里
真
志
保
遺
稿
ノ
ー
ト
『［
風
俗
覚
書
］』
十
二
、十
三
頁
を
使
用
。

亀
甲
括
弧
（〔
〕）
内
は
深
澤
に
よ
る
。

（
12
）	

別
海
町
郷
土
資
料
館
［
二
〇
一
二
］
に
は
、「［
酉
松
お
そ
の
情
話
］」

と
あ
る
。

（
13
）	

中
川
［
一
九
九
七　

八
〇
］
な
ど
に
よ
る
。「
散
文
説
話
は
基
本
的

に
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
の
物
語
で
あ
る
。【
中
略
】
多
く
の
場
合
、
主

人
公
は
よ
き
配
偶
者
を
め
と
り
、
大
勢
の
子
宝
に
め
ぐ
ま
れ
て
何

不
自
由
な
い
暮
ら
し
を
送
り
、
村
の
長
あ
る
い
は
そ
の
妻
と
な
っ

て
幸
福
の
う
ち
に
天
寿
を
ま
っ
と
う
す
る
と
い
う
筋
に
な
っ
て
い

る
」。

（
14
）	

脱
稿
後
、
児
島
恭
子
氏
、
藤
村
久
和
氏
よ
り
、
こ
の
口
説
が
ア
イ

ヌ
の
人
々
に
聞
か
せ
る
た
め
に
作
詞
さ
れ
た
と
い
う
可
能
性
を
踏

ま
え
れ
ば
、「
ア
イ
ヌ
の
口
承
文
学
か
ら
の
影
響
」
を
支
持
で
き
る

と
ご
意
見
頂
い
た
。
筆
者
の
最
初
の
考
え
で
あ
り
な
が
ら
、
状
況

証
拠
の
少
な
さ
ゆ
え
に
断
念
す
る
に
至
っ
た
結
論
で
あ
る
。
こ
の

問
題
に
つ
い
て
は
、
加
賀
家
文
書
の
研
究
を
進
め
て
い
く
中
で
改

め
て
取
り
上
げ
、
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
15
）	

板
垣
［
二
〇
〇
九　

一
六
五
］、
竹
内
［
二
〇
〇
五　

五
五
五
］、

山
本
［
一
九
八
一　

二
八
九
］
に
よ
る
。

（
16
）	「
小
泉
八
雲
に
よ
れ
ば
、
こ
の
口
説
が
流
行
し
た
の
は
天
保
年
間

（
一
八
三
〇
～
四
四
）
で
あ
っ
た
と
い
う
（「
日
本
の
古
い
歌
」）
こ

れ
は
〈
や
ん
れ
節
〉
口
説
に
よ
っ
て
再
流
行
し
た
と
き
の
こ
と
で

あ
ろ
う
。」［
板
垣　

二
〇
〇
九　

一
六
五
］。

（
17
）	

松
浦
武
四
郎
の
『
校
訂
蝦
夷
日
誌
』
に
記
録
さ
れ
た
事
例
。
三
浦

泰
之
［
二
〇
〇
七
］
は
、
こ
の
よ
う
な
事
例
研
究
を
通
し
て
「
蝦

夷
地
へ
の
「
芸
能
文
化
」
の
広
が
り
は
武
四
郎
の
時
期
よ
り
も
さ

ら
に
さ
か
の
ぼ
る
」
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

＊
本
稿
は
、
第
三
七
回
日
本
口
承
文
芸
学
会
大
会
（
二
〇
一
三
年
六
月

二
日
）
で
の
発
表
内
容
に
若
干
の
加
筆
・
修
正
を
行
っ
た
も
の
で

あ
る
。

�

（
ふ
か
ざ
わ
・
み
か
／
千
葉
大
学
大
学
院
）


